
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）メタクリル酸１０～１５０重量部、（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必
須成分として含むメタクリル酸以外の（メタ）アクリレート系モノマー１００重量部、（
ｃ）末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム５～６０重量部、及び、（ｄ）有機過
酸化物、更に、（ｅ）該有機過酸化物とレドックス触媒系を形成する還元剤を必須成分と
して含む

ことを特徴とする耐熱性アクリル系接着
剤組成物。
【請求項２】
（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メ
タ）アクリレート系モノマーが、イソボルニル（メタ）アクリレートとヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレートとからなることを特徴とする請求項１記載の耐熱性アクリル系接
着剤組成物。
【請求項３】
（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メ
タ）アクリル系モノマー１００重量部中のイソボルニル（メタ）アクリレートが１０～１
００重量部であることを特徴とする請求項１又は２に記載の耐熱性アクリル系接着剤組成
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接着剤組成物が、前記（ｄ）有機過酸化物と前記（ｅ）該有機過酸化物とレドッ
クス触媒系を形成する還元剤が共存しない二液の形態にされた二液型の耐熱性アクリル系
接着剤組成物であって、ＩＳＯ　４５７８に準拠して、１５０℃の雰囲気下で測定した剥
離強度が、１０．７ｋｇｆ／２５ｍｍ以上である



物。
【請求項４】
（ｃ）末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムの主鎖が、ブタジエンとアクリロニ
トリルとのブロック共重合体よりなっていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
に記載の耐熱性アクリル系接着剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はアクリル系接着剤に関し、更に詳しくは、高温下での接着強度、硬化物の耐水性
、更に、耐疲労性に優れたアクリル系接着剤組成物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
反応硬化型のアクリル系接着剤の代表的なものとして、金属被着体の隙間に入り、空気が
遮断されることによって硬化する嫌気性接着剤と、過酸化物と促進剤の接触によって硬化
する二液型アクリル系接着剤があり、該二液型アクリル系接着剤は第二世代アクリル系接
着剤（ＳＧＡ）としてよく知られている。嫌気性接着剤は主としてネジの緩み止めや、ベ
アリングとシャフトとの固定、或いは、シール剤として使用されている。一方、二液型の
アクリル系接着剤は、常温においても硬化が速く、多くの種類の材料に良く接着し、かつ
油面接着性を有しており、この性能を活かして電気、機械、車両、建築材料等の分野にお
ける接着用途に広く用いられている。
【０００３】
上記のアクリル系接着剤（ＳＧＡ）は▲１▼アクリル系単量体、又は、メタクリル系単量
体、▲２▼クロルスルホン化ポリエチレン、又は、塩化スルホニルと塩素化ポリエチレン
との混合物、▲３▼有機過酸化物からなり、アミン－アルデヒド縮合物との接触により硬
化するもので米国特許第３８９０４０７号、特開昭５５－６５２７７号等に開示されてい
る。
【０００４】
しかしながらこれらの第二世代アクリル系接着剤は接着剤の耐熱性が悪く、加熱処理工程
を有するような用途には使用できなかった。
例えば、パネル、ドアの製造においては、鋼板、亜鉛メッキ鋼板、アルミニウム板の補強
のためにＬ型チャンネル、Ｃ型チャンネル、ハット型の鋼材を接着剤により裏打ちした後
、一般に１６０～１８０℃で３０～６０分間焼き付け塗装する場合が多い。このような用
途に従来のアクリル系接着剤を用いると、焼き付け塗装工程で接着強度が低下して接着層
が剥がれたり、硬化物が熱劣化を起こすという欠点があった。
【０００５】
一方、接着剤の接着性能は一般に引張剪断強度、剥離強度、及び、衝撃剥離強度で評価さ
れている。しかしながら実用においては、接着部には連続的、或いは、断続的な振動が加
わるのが常である。このような振動に対して、接着剤の硬化物は上記した諸性能では予測
できない挙動を示すことがある。即ち、十分な引張剪断強度、剥離強度、及び、衝撃剥離
強度を示す接着剤の硬化物が、小さな荷重の繰り返しによって短期間の内に破壊されてし
まうということがある。このような意味から接着剤の硬化物に対する耐疲労性評価が非常
に重要である。しかしながら、接着性の硬化物の耐疲労性に関する知見は現在のところほ
とんど報告されていないのが現状である。
【０００６】
また、アクリル系接着剤組成物に、末端に反応性二重結合を有するゴムを利用するという
技術も開示されている。例えるならば、
▲１▼末端にエチレン系不飽和基を有し常温付近で粘稠状の粘度平均分子量約１０００～
約１００００のオリゴマー、アクリル酸エステル又はメタクリル酸エステルを含む二液型
接着剤組成物（特開昭５３－４１３３１号）。
▲２▼末端にエチレン系不飽和基を有し常温付近で粘稠状の粘度平均分子量約１０００～
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約１００００のオリゴマー、アクリル酸エステル又はメタクリル酸エステルを含むプライ
マー型接着剤組成物（特開昭５３－４１３３３号）。
▲３▼官能基を有するアクリロニトリル－ポリブタジエンゴムとチオ尿素、及び／又はチ
オ尿素誘導体と有機酸の銅塩、及び／又は銅有機キレート化合物を使用したアクリル系接
着剤（特開昭５５－１６０１８号）。
これらはいずれも、アクリル系単量体に末端に反応性二重結合を有するゴムを配合し、該
ゴムの持つ弾性を利用し、接着剤組成物の硬化時の歪みを防止しようとするものであり、
本発明の目的とする接着剤組成物の高温下での接着強度、耐水性、耐疲労性改良に関する
ものではなく、当然のことながら、これらの性能については十分なものとはいえなかった
。
【０００７】
更に、特公昭５５－１９５７号にはアルキル基の炭素数が１～３のアクリル酸アルキルモ
ノエステル及び／又はアルキル基の炭素数が１～３のメタクリル酸アルキルモノエステル
を主成分とし、ハイドロパーオキサイド、及び、チオアミド化合物からなるレドックス触
媒系を含んで成るアクリル系二液型接着剤において、該二液型接着剤のＡ、Ｂ両液にアク
リル酸及び／又はメタクリル酸を添加すると硬化速度が増大し、はみ出し部分の硬化もよ
り確実となる旨の記載がある。しかしながら、同文献にはアクリル酸及び／又はメタクリ
ル酸添加による耐熱性向上に関する記述、或いは、末端に反応性二重結合を有する液状ゴ
ムによる耐熱性、耐疲労性向上に関する記述は見られない。
【０００８】
一方、特開平１－１５６３８７号には１分子中に１個以上のアクリロイル基及び／又はメ
タクロイル基を有するウレタン（メタ）アクリレート、１分子中に水酸基を１個以上有す
る（メタ）アクリレート類、イソボルニル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリレート
単量体に可溶な石油系、石炭系及び／又はロジンエステル系の耐水性付与樹脂、アクリル
酸及び／又はメタクリル酸、光重合開始剤を配合してなる耐水性を有する光硬化型接着剤
組成物が開示されている。しかしながらこの光硬化型接着剤は、１分子中に１個以上のア
クリロイル基及び／又はメタクロイル基を有するウレタン（メタ）アクリレートの存在を
前提としたものであり、さらに、同文献にも硬化物の耐熱性、耐疲労性の向上に関する記
述は見られない。
【０００９】
また本発明者らは先に上記問題を解決する耐熱性アクリル系接着剤組成物について開示を
行った（出願平７－２８６９２４）。この耐熱性アクリル系接着剤組成物はヒドロキシア
ルキルメタクリレート、メタクリル酸、末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム、
及び、有機過酸化物、更に、該有機過酸化物とレドックス触媒系を形成する還元剤を必須
成分として含むことを特徴とするもので１８０℃での使用が可能であり、更に、耐疲労性
に優れるという特徴を有している。しかしながら、該接着剤は、耐水性に劣るという欠点
を有しており、多湿環境における使用が難しいという問題があった。また、用途によって
は更なる耐熱性が求められていた。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記の状況に鑑みなされたもので、二液型アクリル系接着剤の利点を維持しつ
つ、高温での使用が可能で、しかも、耐水性の改良されたアクリル系接着剤を提供するこ
とをその目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究を行った。この結果、メタクリル酸、
イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含む（メタ）アクリル系モノマー、
末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム、及び、有機過酸化物、更に、該有機過酸
化物とレドックス触媒系を形成する還元剤を所定量含む組成物により上記課題が解決でき
ることを見い出し本発明に至ったのである。即ち本発明によれば、
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（ａ）メタクリル酸１０～１５０重量部、（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必
須成分として含むメタクリル酸以外の（メタ）アクリル系モノマー１００重量部、（ｃ）
末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム５～６０重量部、及び、（ｄ）有機過酸化
物、更に、（ｅ）該有機過酸化物とレドックス触媒系を形成する還元剤を必須成分として
含むことを特徴とする耐熱性アクリル系接着剤組成物が提供され、また、より好ましくは
、
（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メ
タ）アクリル系モノマーが、イソボルニル（メタ）アクリレートとヒドロキシアルキル（
メタ）アクリレートとからなることを特徴とする上記の耐熱性アクリル系接着剤組成物が
提供され、また、より好ましくは、
（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メ
タ）アクリル系モノマー１００重量部中のイソボルニル（メタ）アクリレートが１０～１
００重量部であることを特徴とする上記の耐熱性アクリル系接着剤組成物が提供され、ま
た、より好ましくは、
（ｃ）末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムの主鎖が、ブタジエンとアクリロニ
トリルとのブロック共重合体よりなっていることを特徴とする前記いずれかに記載の耐熱
性アクリル系接着剤組成物が提供される。
【００１２】
本発明の耐熱性アクリル系接着剤組成物は、イソボルニル（メタ）アクリレートとメタク
リル酸により十分な耐熱性が確保され、また、イソボルニル（メタ）アクリレートと末端
に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムが共存することにより耐水性が引き上げられた
ものである。更に、硬化物の耐疲労性は末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムに
よって十分なレベルを維持している。これは、接着剤組成物の硬化時、末端に重合性不飽
和二重結合を有する液状ゴムが（メタ）アクリル系モノマーとも共重合、或いは、架橋反
応を起こし、その結果、耐熱性と耐疲労性を兼備した硬化物が与えられるのである。これ
らの成分のうち一成分でも除かれると本発明の目的を達成し得ない。以下、本発明をより
詳細に説明する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明の耐熱性アクリル系接着剤組成物の主成分としてイソボルニル（メタ）アクリレー
トを必須成分として含む（メタ）アクリル系モノマーが用いられる。（メタ）アクリル系
モノマー中のイソボルニルアクリレート以外の（メタ）アクリル系モノマーとしては、メ
チルアクリレート、メチルメタクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキ
シプロピルメタクリレート、ヒドロキシブチルメタクリレート、３－クロロ－２－ヒドロ
キシプロピルメタクリレート等が挙げられ、これらが単独で、或いは、２種以上組み合わ
されて用いられるが、耐熱性、及び、接着強度の観点から、ヒドロキシエチルメタクリレ
ート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、ヒドロキシブチルメタクリレート、３－クロ
ロ－２－ヒドロキシプロピルメタクリレート等のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレー
トがより好適に用いられる。
また、接着剤組成物の硬化物の耐熱性をより向上させる目的で、ジエチレングリコールジ
メタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパント
リメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート等、一分子中に複数の重合
性（メタ）アクリレート基を有するモノマーを、該硬化物の耐疲労性を低下させない範囲
において併用することもこれを妨げるものではない。
【００１４】
一方、メタクリル酸は、接着剤組成物の高温における耐熱性を引き上げる目的で使用され
る。メタクリル酸の硬化物のＴｇは約１８５℃と高く、かつ、分子内のカルボキシル基が
高温下での接着力確保に寄与する。その配合量は、上記（ｂ）イソボルニル（メタ）アク
リレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メタ）アクリル系モノマー１００重
量部に対して１０～１５０重量部、より好ましくは２０～１００重量部である。メタクリ
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ル酸の配合量が１０重量部未満であると硬化物の耐熱性が十分でなく好ましくない。逆に
その配合量が１５０重量部を超えても皮膚刺激性等の意味においての取り扱い上の簡便さ
が失われるため好ましくない。
【００１５】
また、本発明において用いられる末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムは、主と
して、接着剤組成物が硬化して得られる硬化物に耐疲労性と耐水性とを同時に付与する目
的で配合される。このような液状ゴムが配合されることにより、該液状ゴムを構成するゴ
ム成分に起因する可撓性により、接着性組成物が硬化して得られる硬化物は接着層に加わ
る振動をよく吸収し、繰り返しの振動に対する抵抗性である耐疲労性が付与されるのであ
る。
更に、該液状ゴムはその分子鎖の末端に重合性不飽和二重結合を有しているため、接着剤
組成物が硬化する際、該接着剤組成物に含まれる（メタ）アクリル系モノマーとも共重合
、或いは、架橋反応を起こし、強靱な硬化物を与えるとともに、他のゴムを等量使用した
場合に比べ、硬化物の耐熱性に優れている。
【００１６】
末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムのゴム成分としてはブタジエン－アクリロ
ニトリルゴム、クロロプレンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ブタジエンゴム等が使用
可能であるが、可撓性が良好な点、また、メタクリル酸を含む（メタ）アクリル系モノマ
ーとの相溶性が良好な点からブタジエン－ニトリルゴムが特に好ましい。上記ゴム成分の
分子鎖の両末端に重合性不飽和二重結合を導入する方法としては、例えば、ゴム成分の両
末端にカルボキシル基を導入した後、該カルボキシル基にグリシジル（メタ）アクリレー
トを反応させるか、又は、該カルボキシル基とヒドロキシ（メタ）アクリレートを脱水反
応させる方法等が挙げられる。
末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムの配合量としては（ｂ）イソボルニル（メ
タ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メタ）アクリル系モノマー
１００重量部に対して５～６０重量部が好ましく、更には１０～４０重量部がより好まし
い。配合量が５重量部未満であると接着剤組成物が硬化して得られる硬化物の耐疲労性が
不十分で好ましくなく、逆に６０重量部を超えると硬化物の耐熱性が低下し好ましくない
。
【００１７】
また、接着剤組成物が硬化して得られる硬化物の耐熱性と耐疲労性、更に、接着剤調製時
の簡便さの観点から、末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムの分子量が１０００
～２００００の範囲内にあることがより好ましい。
【００１８】
一方、本発明に使用される有機過酸化物の種類を特に限定するものではないが、例えるな
らば、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、ｐ－メンタンハイドロパーオキサイド、クメ
ンハイドロパーオキサイド、ジイソプロピルベンゼンハイドロパーオキサイド等のハイド
ロパーオキサイド類、ｔ－ブチルパーオキシラウレート、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエ
ート、ｔ－ブチルパーオキシデカノエート等のパーオキシエステル類、１，５－ジ－ｔ－
ブチルパーオキシ－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン等のパーオキシケタール類、
アセト酢酸エチルパーオキサイド等のケトンパーオキサイド類が使用可能である。これら
の内でも、接着性の観点からハイドロパーオキサイド類が特に好ましい。その配合量は（
ａ）メタクリル酸、（ｂ）イソボルニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタ
クリル酸以外の（メタ）アクリル系モノマーの合計量１００重量部に対して０．１～１０
重量部、好ましくは０．５～５重量部である。
【００１９】
還元剤としては、上記した有機過酸化物との間でレドックス触媒系を形成するものの中か
ら選ばれる。例えるならば、エチレンチオ尿素、ジエチルチオ尿素、テトラメチルチオ尿
素、モノアセチルチオ尿素、モノベンゾイルチオ尿素、ジフェニルチオ尿素、ジシクロヘ
キシルチオ尿素等のチオ尿素誘導体、バナジウムアセチルアセトネート、バナジルアセチ
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ルアセトネート、バナジルステアレート、バナジウムナフテネート、バナジウムベンゾイ
ルアセトネート、五酸化バナジウム等のバナジウム化合物、及び、銅アセチルアセトネー
ト、塩化銅、酢酸銅、ナフテン酸銅等の銅化合物が挙げられ、これらが単独で、或いは、
二種以上組み合わされて用いられる。その配合量は（ａ）メタクリル酸、（ｂ）イソボル
ニル（メタ）アクリレートを必須成分として含むメタクリル酸以外の（メタ）アクリル系
モノマーの合計量１００重量部に対して０．１～１０重量部、より好ましくは０．５～５
重量部である。
【００２０】
その他、本発明においては、粘度調整及び硬化物の柔軟性を向上させることを目的として
、ポリメチルメタクリレート、ポリビニルブチラール、アクリロニトリル－スチレン共重
合体（ＡＳ樹脂）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）、
メタクリル酸エステル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＭＢＳ樹脂）、メタクリル酸エ
ステル－ブタジエン－アクリロニトリル－スチレン共重合体（ＭＢＡＳ樹脂）等の熱可塑
性樹脂、スチレン－ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、ポリブタジエンゴム（ＢＲ）、クロロプ
レンゴム（ＣＲ）、ニトリルゴム（ＮＢＲ）等のゴム、揺変性を付与することを目的とし
て微粉末ポリエチレン、ジベンジリデン－Ｄ－ソルビトール、セルローストリアセテート
、ステアリン酸アミド、ベントナイト、微粉末ケイ酸等の揺変性付与剤、室温での長期保
存安定性の向上を目的として、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール、２，２
－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、ベンゾキノン、ハイドロキ
ノン、キンヒドロン、エチレンジアミン４酢酸４ナトリウム、シュウ酸、Ｎ－メチル－Ｎ
－ニトロソアニリン等のラジカル重合禁止剤、接着性の向上を目的として重合性酸性リン
酸エステルのようなリン酸誘導体、及び着色のための染料や顔料を配合することができる
。
【００２１】
本発明の接着剤組成物は一般的に二液の形態で製造される。具体的な形態は、有機過酸化
物と、該有機過酸化物とレドックス触媒系を形成する還元剤が共存しないようにすればよ
く、二液を混合することにより、上述したような硬化物が得られる。また、本発明は、二
液主剤型、プライマー型、及び、三液以上の形態をとることもこれを妨げるものではない
。
【００２２】
【実施例】
次に本発明を実施例、比較例によって、更に詳細に説明する。なお、これらの例において
部は全て重量部を表すものとする。
また、以下の実施例、比較例において耐熱性（剥離強度により評価）、耐水性は以下の条
件で測定を行った。
＜耐熱性＞
２３℃、５０％ＲＨの条件下で、Ａ液、Ｂ液を等量混合し、一方の冷間圧延鋼板（１．６
×２５×２００ｍｍ）の表面に薄く塗布し、その後、もう一方の被着体（０．６×２５×
２００ｍｍ）を擦り合わせるようにして貼り合わせて固定し、２４時間養生の後、各温度
の雰囲気下で、ＩＳＯ　４５７８に準拠して剥離強度を測定する。
尚、測定中、接着剤が実質的な強度を発現せず、接着剤の粘性のみによる強度しか現れな
かった場合はワニが口を開いたような剥離状態（所謂、ワニ口剥離）となる。その場合は
、測定値の前に●印を付けて示す。
＜耐水性＞
２３℃、５０％ＲＨの条件下で、Ａ液、Ｂ液を等量混合し、一方の冷間圧延鋼板（１．６
×２５×１００ｍｍ）の表面に薄く塗布し、その後、もう一方の被着体（１．６×２５×
１００ｍｍ）を擦り合わせるようにして１２ｍｍのラップで貼り合わせて固定し、２４時
間養生後、５０℃の温水に１０日間浸漬した後、取り出して、２３℃、５０％ＲＨの条件
下における引張剪断強度を測定する。同時に５０℃の熱水中に浸漬していない接着試験片
の引張剪断強度を測定し、強度保持率を求めた。
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＜耐疲労性＞
２３℃、５０％ＲＨの条件下で、Ａ液、Ｂ液を等量混合し、一方の冷間圧延鋼板（１．６
×２５×６０ｍｍ）の表面に薄く塗布し、その後、もう一方の被着体（１．６×２５×６
０ｍｍ）を擦り合わせるようにして１０ｍｍのラップで貼り合わせて固定し、２４時間養
生後、１８０℃で３０分間焼き付け処理を行った。次いで２３℃、５０％ＲＨの条件下で
該試験片に島津製作所（株）製万能疲れ試験機ＵＦ－１５を用いて、繰り返し荷重±１５
Ｋｇ、サイクル速度１８００回／ｍｉｎの振動を与え、接着剤組成物の硬化物層の破壊か
、鋼板の疲労破壊かによって破断するまでの積算振動数で評価する。尚、接着剤組成物の
硬化物の破壊ではなく、鋼板の疲労破壊によって試験片が破断して試験が終了した場合（
即ち、良好な耐疲労性を有していることを意味する）には、測定値の前に○印を付けて示
す。
【００２３】
また、以下の実施例、比較例において用いた成分は以下のとおりである。
・イソボルニルメタクリレート：　ライトエステルＩＢＸ（共栄社油脂化学工　業（株）
製、）
・末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム：　Ｈｙｃａｒ　ＶＴＢＮＸ　１３００
×２２（ＢＦ  Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｏｍｐａｎｙ  製、ゴム成分：ブタジエン／アクリロ
ニトリル）
・有機過酸化物  ：　クメンハイドロパーオキサイド
・バナジウム化合物：　バナジルアセチルアセトネート
・チオ尿素化合物：　エチレンチオ尿素
・保存安定剤：　ｐ－ベンゾキノン、ハイドロキノン
・粘度調整剤：　ＭＢＳ樹脂（呉羽化学（株）製、ＢＴＡ－７５１）
・粘度調整剤：　微粉末ケイ酸（富士シリシア（株）製、サイリシア５５０）
【００２４】
［実施例１、比較例１～３］
下記した共通組成の二液に、表１に示す成分を所定重量部加えて、Ａ液、Ｂ液を得た。次
いで、耐熱性、耐水性、耐疲労性を評価した。この結果を表１に示す。
＜Ａ液の共通組成＞
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　２０重量部
・クメンハイドロパーオキサイド　　　　　４重量部
・ｐ－ベンゾキノン　　　　　　　　　０．１重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　５重量部
＜Ｂ液の共通組成＞
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　２０重量部
・バナジルアセチルアセトネート　　　０．２重量部
・エチレンチオ尿素　　　　　　　　　０．５重量部
・ハイドロキノン　　　　　　　　　　０．２重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　５重量部
【００２５】
【表１】
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【００２６】
［実施例２、比較例４～６］
下記した共通組成の二液に、表２に示す成分を所定重量部加えて、Ａ液、Ｂ液を得た。次
いで、耐熱性、耐水性、耐疲労性を評価した。この結果を表２に示す。
＜Ａ液の共通組成＞
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　２０重量部
・クメンハイドロパーオキサイド　　　　　４重量部
・ｐ－ベンゾキノン　　　　　　　　　０．１重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　５重量部
＜Ｂ液の共通組成＞
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　２０重量部
・バナジルアセチルアセトネート　　　０．２重量部
・エチレンチオ尿素　　　　　　　　　０．５重量部
・ハイドロキノン　　　　　　　　　　０．２重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　５重量部
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【００２７】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２８】
表１、２から、本発明において開示された成分を所定量含む接着剤組成物は良好な耐熱性
、耐水性、耐疲労性を示すことが明らかである。一方、本発明において開示された成分の
中で特に重要な部分を占めるイソボルニル（メタ）アクリレート、メタクリル酸、末端に
重合性不飽和二重結合を有する液状ゴムの３成分のうち１つでも含まれないと目的とする
性能が発現しないことが明らかである。
【００２９】
［実施例３～８、比較例７］
下記した共通組成の二液に、メタクリル酸以外の（メタ）アクリル系モノマーとしてイソ
ボルニルメタクリレート（ＩＢＸ）、ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭ）を表３
に示す量加えて、Ａ液、Ｂ液を得た。次いで、耐熱性、耐水性、耐疲労性を評価した。こ
の結果を表３に併せて示す。
＜Ａ液の共通組成＞
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・メタクリル酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０重量部
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０重量部
・クメンハイドロパーオキサイド　　　　　　　　　　　　４重量部
・ｐ－ベンゾキノン　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
・末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム  　　　  ４０重量部
＜Ｂ液の共通組成＞
・メタクリル酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０重量部
・ＭＢＳ樹脂　　　　　　　　　　　　　  　　　  　　　２０重量部　　│
・バナジルアセチルアセトネート　　　　　　　　　　０．２重量部　　│
・エチレンチオ尿素　　　　　　　　　　　　　　  　  ０．５重量部
・ハイドロキノン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
・微粉末ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
・末端に重合性不飽和二重結合を有する液状ゴム  　　　  ４０重量部
【００３０】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３１】
表３より、イソボルニル（メタ）アクリレートが含まれないと硬化物の耐水性が低下する
ことが明らかである。
【００３２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、高温下での接着強度、耐水性および硬化物の耐疲労
性に優れた耐熱性アクリル系接着剤組成物が提供される。本発明の耐熱性アクリル系接着
剤組成物は、その特徴を活かして、例えば、パネル、ドアの製造に代表されるような高温
での焼き付け塗装を伴うような用途にも使用が可能である。このように本発明の耐熱性ア
クリル系接着剤は、従来のアクリル系接着剤では、展開が不可能であった分野への展開が
可能とされたものである。
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